
浜松市（旧水窪町）での訪問の風景 

 



地場の食材が豊富で 
食生活が豊かである 

 

無形文化遺産「和食」 
日本一の食材数439品目 

静岡県の健康寿命延伸の要因は…！？ 

全国一のお茶の産地で 
 

日ごろから県民がいつも 
お茶をたくさん飲んでいる 
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本日お伝えしたいこと 

• 静岡県在宅保健師の会「つつじ会」の概要 

• 「つつじ会」会員の活動の状況 

• 「つつじ会」会員の思い 

• 「つつじ会」の目指すもの 

• 「つつじ会」の課題 
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  １ 静岡県在宅保健師の会「つつじ会」の概要 

（１）組織の概要 

 

  ■ 会 員 静岡県内に在住する在宅保健師 

  ■ 会員数 ４５名 

  ■ 目 的 保健師の職能を活かし、地域の保健・福祉活動、 

                  国保保険者の保健事業に寄与する 

  ■ 事務局 静岡県国民健康保険団体連合会 
 

    今年、 を迎えました 
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浜松市 

静岡市 

沼津市 
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20人 

10人 

中部地区 

東部地区 

西部地区 

（２）つつじ会々員の分布 

15人 



（３）年齢階層別人数（会員数40名）  
 

6 



• 会員の職種はすべて保健師職 
 

• 「つつじ会」には、75歳定年制がある 
 

• これまで培ってきた保健師職能を活かし、退職
後も地域に貢献したいとの熱い思いで、国保の
保健事業を中心に積極的に活動してきた 

 

• 先輩保健師から受け継いだ公衆衛生看護活動を
基盤に、自己研鑽に励むと共に、後輩の人材育
成を支援する 
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家庭訪問 

・四半世紀にわたり、在宅保健師が 

 東西１５５㎞に及ぶ静岡県内の 

 隅々まで足をはこび、 

 住民に向き合い寄り添う 

 家庭訪問を大切にしています 

（４）活動の特徴 

研    修 

・各分野における最近の情勢についての 

 研修会 等 

学 習 会 

・保健指導技術のスキルアップ 

・訪問事業における事例検討 等 

保険者支援（委託を受けた業務  他） 

・特定保健指導、乳幼児健診などの市町 

 村業務 

・地域における各種ボランティア活動 
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• 家庭訪問や病類別疾病統計インプット記
入事務等、保険者が必要と思われる保健
事業に積極的に取り組んできた 

 

• 特に家庭訪問は、自分達を育ててくれた
市町村への恩返しと考え、つつじ会の最
重要事業として、これからも継続実施し
ていきたい 
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特定健診受診者の 

フォローアップ等 

家庭訪問事業 

  家庭訪問事業の変遷 

平成6年～平成11年 

平成12年～平成19年 

平成20年～平成26年 

平成27年～ 

25年間で県内の国保加入者 

延べ14,881名に家庭訪問を実施 

時代背景に即した事業を展開 

寝たきり老人ゼロ作戦 

支援訪問事業 外 

重複・頻回受診者

訪問事業 外 

特定健診未受診者 

家庭訪問事業 

寝たきり予防 

適正受診 

健診対策 

重症化予防 
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  国保保険者が実施した特定健康診査の結果、受診勧
奨判定値を超えたにもかかわらず医療機関を受診してい
ない者に対し早期に医療機関へ受診勧奨することが重要
である。 
 

 このことから、受診勧奨の必要な者に対し家庭訪問を
実施し、「かかりつけ医」への受診勧奨を行うとともに、
必要に応じて生活習慣の改善に向けた助言を行い生活習
慣病の発症予防・重症化予防を図ることを目的とする。 
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  静岡県国民健康保険団体連合会事業 

  「特定健診受診者のフォローアップ等家庭訪問事業」への協力 



  公衆衛生看護学の立場から考える本事業の意味 
京都看護大学 看護研究科公衆衛生看護学 教授 三輪 眞知子 

 本事業は特定健診受診者の中で医療機関未受診者に対して家庭訪問を通して重症化予防を目指
した活動である。地域住民一人一人が生活する場に出向く家庭訪問は保健師の活動の根幹であり、
予防活動の原点でもあるが行政保健師は家庭訪問に行けないジレンマを感じながら活動している。 
 そんな中で在宅保健師が対象者全数に家庭訪問を実施したことは、対象者（住民）の生活環境
など社会経済環境要因の把握ができ、一方的な受診勧奨ではなく、住民が置かれた生活実態や意
識を踏まえながら住民に寄り添った支援をすることで、市町保健師の活動の隙間を埋める活動と
なり、地域住民の疾病予防や健康寿命延伸に大きな貢献をした事業と言える。 
 また、対象者からは「あなたに会えてよかった」、行政からは「訪問記録はわが町の財産で
す」と伝えられ、また、在宅保健師自身は「住民から保健師の仕事を理解してもらったり、感謝
されたり、励まされた」と対象者、行政（保健師含む）、在宅保健師の３者が好循環の支援関係
となり、住民、行政、在宅保健師が協働して重症化予防に取り組むことができている。 
 以上から、本事業の意義は行政との連携を図りながら、在宅保健師が保健師の原点となる活動
をしたことで、住民の重症化予防への貢献をしたこと、さらに、個人から集団、地域全体へと健
康で長寿なまちづくりに発展していく素地を創ったことにある。 
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福祉・介護 

保健 

介護保険関係事業 
障がい者(精神）福祉 
     など 

 
母子保健と健康増進 
成人保健と健康増進 
高齢者保健と健康増進 
      など 

学校保健 

保健の授業の実施 
幼稚園の健康管理 
     など 

産業保健 

健康診断・健康相談 
労働者の健康管理に 
関する活動 など 

医療 
病院・診療所 
特定健診・保健指導
など 
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  ２ 静岡県在宅保健師の会「つつじ会」の会員状況 

（１）活動の概要 

個人契約に
よる活動 

社会福祉士事務所の運営 

 

難病患者会サポート 

 

患者家族会支援 

 

助産院の運営 

 

民生児童委員 

サロンボランティア 

認知症カフェの運営 

 



（２）業務別従事状況（複数回答） 
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会員の減少 

新規入会者の減少 

・会員の高齢化 
 

・退職保健師における再任  
 用等の増加 
 

・フルタイム従事者の増加 



• 市町村の保健師は、生活習慣病予防対策、虐待予防対
策、危機管理対策、さらには地域包括ケアシステムの
構築など、地域特性に応じた専門性の高い活動がます
ます求められている 
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• 市町村は、自立した在宅保健師を求めている 
 
 
 
 

即戦力となる保健師 



• 新しい知識や情報を学習する機会が少ないため、保健
師としての業務に自信が無く、不安である 

  

• 困難ケースの対応について、現職保健師に相談したり、
スタッフ全員で話し合ったりする機会が少ない 

  

• スポット的な仕事のため、事業の全体像や制度の流れ
がわからず、仕事に不安を持っている 

 

• これまで培ってきた保健師職能を発揮できていないよ
うに思う 

 

• 現職保健師の悩み事や相談を受けるが対応に苦慮する 
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• 毎年、年度当初に会員の活動状況や今必要としている
知識などについてアンケート調査を実施 

 

• 集計結果を基に、会員が抱えているタイムリーなニー
ズを取り入れ、学習会の内容や視察先を役員会で検討 
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  ３ 在宅保健師が求めている事業の展開 

スポット的な仕事に不安を持っている会員が多いため、その不安
を解消するために市町村現場で即役立つ内容の研修会や視察を企
画・実施している 



 

• 27年の保険者支援の歴史の中で、さまざまな出来事を連合会
とともに乗り越えてきた 

 

• 事務局は、「つつじ会」の求めるニーズに対応できるよう人
員の配置・予算の確保 

 

• 「つつじ会」の活動に対しての予算措置（平成30年度） 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

       ※１ 連合会の一般会計で措置（連合会等補助金 在宅医療等推進支援事業 1/3） 

       ※２ 連合会の一般会計で措置（連合会等補助金 特定健診等の適正受診促進事業 1/3） 
 

                   （ 「つつじ会」会費1,000円/年） 

事  業 金    額 

研修会等活動費 ※1 1,891,000円 

家庭訪問事業 ※2 2,987,000円 
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現場での不安解消のための知識・技術の習得 

静岡県立病院への視察 
 

先端医療棟の機能や「きこ
えとことばのセンター」の
取組みについて学習した 

 

袋井市の取組み 
 

丁寧な個別指導等、住民に
寄り添った保健事業につい
て、PDCAを意識した取組み
方について学習した 

 

三輪先生によるGW 
 
保健師活動指針に基づく、
地区活動を踏まえ、活動の
強化や地域特性に応じた健
康なまちづくりの重要性に
ついて学習した 



21 

会員同士の情報交換・交流 

会員同士の活動報告・情報交換 
 

・普段の業務内容や業務上の問題点等を発表し合い、情報の共有  
 及び解決策などの検討を実施 
 

・会員による研修会などの伝達講習を実施し、制度の動向や保健 
 指導等に係る技術的手法等を共有する 

 

 

 

 

多職種との連携に
より、公衆衛生を
基盤とする地域づ
くりの連携や協働
活動に寄与する 

 

多職種との連携・情報交換 

日本公衆衛生学会への出席 



• 在宅保健師だから出来ること 
 

• 自信を持って市町村の事業に協力できること 
 

• 住民の立場に立って、対象者に寄り添えること 
 

• 生活者の目線で解決策を導き出すことができること 
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会員自身が市町村で活動する中で、新会員の入会を勧めている 

会員のスキルアップにより市町村の事業に貢献 



• 会員数の確保と質の担保 
 

• 会員の力量の格差是正 
 

• 事務局と協働した自主的な組織運営 

豊かな経験と専門的な知識・技術、そして保健師
マインドを繋ぎ、静岡県在宅保健師として時代に
則した保健師活動を構築していきたい 
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